
レタンPGエコ マルチホワイト
製品コード：：381-536 レタンPGエコ　マルチホワイト　ベース    

381-011 レタンPGエコ　モノコート　硬化剤   
294-xxx レタンPGエコシンナー各種、レタンPGハイブリッドシンナー各種  他

16kg、4kg
4kg、1kg

1.  製品の特徴
①レタンPGハイブリッドエコと同様にPRTR届出対象外塗料です。      

②高仕上がりで、トマリが良く、塗装回数の削減が可能です。   

③乾燥性（シマリ）、混色性が良好であるため、作業効率が向上します。

2.  製品の内容
調色用原色：

レタンPGハイブリッドエコ　各原色（5％以下） 

レタンPGハイブリッドエコ　FC各原色（10%以下）

レタンPG2K　各原色（5%以下）

レタンPG80　各原色（5％以下）

レタンPGマルチFC　各原色（10％以下）

　注）上記調色用原色の添加は、合計10％以下でお願いします。

3.  調合（重量比）
レタンPGエコ マルチホワイト ベース

レタンPGエコ モノコート 硬化剤※

レタンPGエコ シンナー※※

　　※硬化剤は調色したベースに対して20％添加してください。

　※※レタンPGハイブリッドシンナー、レタンPG2Kシンナー、レタンPGシンナーも使用できます。

PRTR届出対象外である環境対応型モノコートホワイトです。
ホワイト系のソリッド塗色の調色に対して、レタンPGハイブリッドエコをはじ
めとする各種ウレタン系塗料およびFC原色で調色することにより、モノコート
による塗装が可能となります。

5.  乾燥時間
項　目 常温乾燥（20℃）

指触乾燥時間

中研ぎ可能時間

テープ可能時間

コンパウンド磨き可能時間

屋外放置可能時間

8分

10分

6時間

6時間

12時間

強制乾燥（60℃）

－

5分

20分

20分

20分＋常温12h放置

：

：

：

100

20

30～50

4.  危険物の表示
レタンPGエコ マルチホワイト ベース

レタンPGエコ モノコート 硬化剤

：

：

第4類第2石油類　危険等級Ⅲ

第4類第2石油類　危険等級Ⅲ

※ボカシ部の乾燥時間は、2倍必要となります。
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6.  スプレーガンの標準塗装条件（W-100、W-88　口径φ1.3mmの場合）
○スプレー2～4回塗り（40～80μm）
○吐出量（開き回転数）
○エア圧力（MPa）
○スプレーガン距離（cm）
○パターン幅
　　

7.  可使時間
3時間以内／20℃

9.  仕上り性と作業性

：
：
：
：

2.0～3.0
0.20～0.30（トランスフォーマー）
15～25
全開

8.  プラスチック素材に対する塗装仕様
○調合（重量比）
　レタンPGエコ マルチホワイト ベース
　レタンPGエコ クリヤーHXプラスチック 硬化剤※1

　レタンPGエコ シンナー※2

○乾燥時間
　強制乾燥：60℃×40分　　常温乾燥：20℃×12時間以上

：
：
：

100
40

40～60
　　※1　レタンPGマルチ クリヤーHXプラスチック 硬化剤、プラスチック用マルチ硬化剤も使用できます。
　　※2　レタンPGハイブリッドシンナー、レタンPG2Kシンナー、レタンPGシンナーも使用できます。

（良）

（良）作業性（乾燥性・磨き性）

仕
上
り
性

PG80 SUホワイト

PGエコ マルチホワイト

PG80 141リッチホワイト

PG80 531ホワイト

☆

■下記の注意事項を守って下さい。■製品を安全にご使用いただくため、化学物質安全デー
タシート（SDS）をご参照下さい。■《取り扱い》取り扱い作業中・乾燥中ともに換気をよくし、
蒸気、粉末等を吸い込まないようにして下さい。必要な保護具（帽子・保護めがね・マスク・手
袋等）を着用して、身体に付着、又は、吸入しないようにして下さい。警告文に以下の表示があ
る場合は、中毒・健康障害の恐れがあるため、下記の保護具の着用や局所排気装置を設けるよ
うにして下さい。
●吸入注意：有機ガス用防毒マスク、又は、送気マスクを着用して下さい。また、取り扱い作業
場所には局所排気装置を設けるようにして下さい。
●皮膚付着注意：頭巾・えり巻きタオル・長袖の作業着・前掛を着用して下さい。
異常を感じた場合はただちに使用を中止して下さい。取り扱い後は、洗顔、手洗い、うがい、及
び、鼻孔洗浄を十分行って下さい。缶の取っ手を持って振ったり、取っ手をロープやフックで吊
り下げたりしないで下さい。指定された材料と混合（多液品の混合・希釈等）する場合、指定さ
れた材料の警告文・注意事項も参照して下さい。■《誤使用》指定された材料以外のものと
は混合（多液品の混合・希釈等）しないで下さい。本来の目的以外（シンナー遊び等）に使用し

ないで下さい。■《応急処置》目：目に入ったときは、多量の水で洗い、出来るだけ早く医師の
診察を受けて下さい。皮膚：皮ふに付着したときは、出来るだけ早く拭き取り、石けん水で洗い
落とし、痛みや外傷等がある場合は、医師の診察を受けて下さい。吸入：蒸気、粉末等を吸って
不快なときは、空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診察を受けて下さい。飲込：
万一飲み込んだときは、ただちに医師の診察を受けて下さい。■《火災防止》火気を避けて
下さい。静電気を防止する処置をして下さい。■《消火方法》火災時には、炭酸ガス、泡、又は、
粉末消火器を用いて下さい。■《汚れ処置》漏出時や飛散した場合は、砂、布類（ウエス）等
で吸い取り、拭き取って下さい。■《廃棄》本品の付いた布類や本品のかす等は水に浸して
処分して下さい。使用済み容器は、火気、溶接、加熱を避けて下さい。本品の付いた布類や本
品のかす、及び、使用済容器を廃棄するときは、関連法規を厳守の上、産業廃棄物として処分
して下さい。（排水路、河川、下水、及び、土壌等の環境を汚染する場所への廃棄はしないで下
さい。）■《保管方法》子供の手の届かない場所に保管して下さい。完全にふたをして保管し
て下さい。直射日光、雨ざらしを避け、屋内貯蔵して下さい。

【製品取扱上の注意事項】 警 告 文 火気厳禁／吸入注意／皮膚付着注意 ●引火性がある  ●有機溶剤を含む  ●健康に有害な物質を含む  ●かぶれの恐れがある


